





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ? ? ?
　ハムレットは複雑な形象である。そこでいきなりこの人物の考察から始めな
いでそれを後回しとし，まず彼をとり囲むエルシノア的状況の再構築を試み
た。周囲を固めてから中心部へと移ってみたかったのである。だから次の機会
にはハムレット自身の悲劇について論ずるのが順序ということになる。しかし
状況のみの要約にせよそこにはすでに先入観念が働いている。エルシノア的状
況は解決の方法も出口もない閉鎖的な世界である。いみじくもハムレットが言
うようにデンマークは牢獄であるが，彼はこの牢獄の中でむなしく死んでゆ
き，その死は状況を置き去りにする。そして彼の死は一つの時代の終りを象徴
する。これが私の先入観念である。
　「自由」という言葉は，何からの自由かという観点に立ってはじめて具体的
な内容を受けとる。それ自体は無内容な言葉である。　「ヒュー一マニズム」とい
う言葉もそれに似たところがあり，何が人間性を圧殺するかという観点に立っ
てはじめてその内容が規定される。ヒューマニズムという言葉に具体的内容を
与えようとすれば，人問性に対立しその開花を妨げるものは何かということが
問題になる。　「ルネッサンス・ヒューマニズム」とか「19世紀のヒューマニズ
ム」とか「現代のヒューマニズム」という言い方がなされるのもこのことと関
連している。私がまずハムレットの周囲から考察し始めた理由はそこにもあ
る。
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